
令和 8 年度 

参 考 図 書

事 業 名： 単独災害復旧事業  緊急浚渫推進事業 

工 事 場 所： 竹原市 新庄町  

工 事 名： 普通河川椋原川単独災害復旧工事他

建設リサイクル法 12 条 13 条 無 

【添付書類】 
□総括情報表 
□本工事費内訳表 

□数量計算書 
□参考図 等 

















































土工

掘削工 掘削 土砂 m
3

27.0 30

法面整形 土砂 m
2

66.0 70

残土処理工 土砂等運搬 m
3

53.0 50

作業土工

床掘 床掘 土砂 m
3

66.0 70

埋戻 埋戻 土砂 m
3

36.0 40
コンクリート
ブロック工

コンクリート
ブロック積

コンクリート
ブロック積 控え350 m

2
53.8 54

裏込砕石 RC-40 m
3

25.3 25

天端コンクリート t=100 m
3

2.0 2

ブロック基礎 m
3

2.3 2

小口止工
コンクリート（小
型） m

3
1.1 1

一般型枠（小型） m
2

8.7 9

仮　設　工

工事用道路 盛土工  64.5 60

積込  85.8 90

流用土運搬  85.8 90

敷均し  20.0 20

再生クラッシャラン RC-40  20.0 20

工事用道路撤去 掘削 84.5 80

土砂等運搬  84.5 80

仮締切工 大型土のう設置 袋 6.0 6

大型土のう撤去 袋 6.0 6

締切排水工 箇所 1.0 1
算出表より
9日

水替対象

掘削工 掘削 土砂 m3 12.0

法面整形 土砂 ㎡ 45.0

床掘 床掘 土砂 m
3

66.0

埋戻 埋戻 土砂 m
3

36.0
コンクリート
ブロック積

コンクリート
ブロック積 控え350 m

2
35.3

ブロック基礎  2.0

小口止工 コンクリート(無筋) 箇所 2.0

総　　　括　　　表

規　　　　格工　　　　種 種　　　　別 細　　　　目 単　位 数　 量 計上数量 備考



総　　　括　　　表

規　　　　格工　　　　種 種　　　　別 細　　　　目 単　位 数　 量 計上数量 備考

浚渫工

掘削工 掘削 土砂 m3 330 330

不整地運搬車 m3 330 330

土砂等運搬 積込 m3 330 330

土砂等運搬 m3 330 330

準備工

木根等処分費 堆積塵芥収集 ｍ3 40 40

処分費 m3 40 40



発生土 必要土

掘削 盛土立積
27.0 0.0

残土処分(購入土)

床堀
66.0 仮締切工

濁水対策工

53

河川内 36.0
陸上

取壊し

ｺﾝｸﾘｰﾄ (無筋) 購入土
ｺﾝｸﾘｰﾄ (鉄筋) 仮締切工
ｱｽﾌｧﾙﾄ 濁水対策工

40.0×0.9
埋戻

残土（土砂）
27+66-40=
残土

工事用道路

土　量　配　分　表

盛土(W<2.5)
0.0×0.9



No.１

(C) 平 均 数   量 平 均 数   量 平 均 数   量

A箇所

SECT0.0 0.9   ―     ―

SECT30.0 30 0.9 0.90 27.0

小計 30.0 27.0

合計 30.0 m 27.0  

土工 各 種 数 量 計 算 書 (掘削工)
     種 別
番 号

距  離
掘削

摘   要



No.１

(E) 平 均 数   量 (Fu) 平 均 数   量 平 均 数   量

A箇所

SECT0.0 2.2   ―     ― 1.2   ―     ―

SECT30.0 30.0 2.2 2.2 66.0 1.2 1.2 36.0

小計 30.00 66.0 36.0

合計 30.0 m 66.0  36.0  

作業土工 各 種 数 量 計 算 書 床掘埋戻
     種 別
番 号

距  離
床掘 埋戻

摘   要



No.１

(L) 平 均 数   量 平 均 数   量 平 均 数   量

A箇所

SECT0.0 2.2   ―     ―

SECT30.0 30.0 2.2 2.2 66.0

小計 30.0 66.0

合計 30.0 m 66.0 ㎡

土工 各 種 数 量 計 算 書
     種 別
番 号

距  離
法面整形

摘   要



No.１

(SL) 平 均 数   量 (G) 平 均 数   量 平 均 数   量

Aヶ所

SECT0.0+0.3 1.8   ―     ― 0.9   ―     ―

SECT30.0-0.3 29.4 1.8 1.8 53.8 0.9 0.9 25.3

小　計 29.4 53.8 25.3

合  計 29.4 m 53.8 ㎡ 25.3  

コンクリートブロック積工 各 種 数 量 計 算 書 控え350
     種 別
番 号

距  離
ブロック積 裏込砕石

摘   要



　１式当り

単 位

1.コンクリートブロック 控え350cm

Ａ = 別紙、計算書より = 53.80 m
2

53.80

2.裏込砕石 RC-40

Ｖ = 別紙、計算書より = 25.30 m3 25.30

3.天端工

Ｖ = 0.73×1/10×27.6 = 2.01 m
3

2.01

4.基礎工

Ｖ = 0.83×1/10×27.6 = 2.29 m
3

2.29

コンクリートブロック張　 数 量 計 算 書　

名     称 略   図   及   び   算   式 数      量



天端コンクリート 10m当り

種　　別 算　　　　　　　式 単位 数　量

コンクリート (0.727＋0.737)×1/2×0.100×10.00 m3 0.732



ブロック基礎 10m当り

種　　別 算　　　　　　　式 単位 数　量

コンクリート {(0.10+0.43)×1/2×0.15+0.43×0.10}×10.00 m3 0.828

型枠 (0.25+0.10)×10.00 m2 3.50

基礎砕石 0.63×10.00 m2 6.30

(RC-40)



位　　置 延　　長 ｺﾝｸﾘｰﾄ 一般型枠

又は

種　　別 箇　　所 18N/mm2

単　　位 m3 m2

A,B箇所 小口止工 1.112 8.72

小計 1.112 8.72

計 1.1 8.7 小型

小口止工　集計表

備　考

A箇所



小口止工

種　　別 算　　　　　　　式 単位 数　量

小口止工

コンクリート {1/2×（0.790＋0.970)×1.700＋1/2×（1.070＋0.970)×0.350}×0.30 ｍ3 0.556

一般型枠 {1/2×（0.790＋0.970)×1.700＋1/2×（1.070＋0.970)×0.350}×2＋0.350×0.30 m2 4.360

+1.7*1.077*0.3

コンクリート {1/2×（0.790＋0.970)×1.700＋1/2×（1.070＋0.970)×0.350}×0.30 ｍ3 0.556

一般型枠 {1/2×（0.790＋0.970)×1.700＋1/2×（1.070＋0.970)×0.350}×2＋0.350×0.30 m2 4.360

+1.7*1.077*0.3

合計

コンクリート ｍ3 1.112

一般型枠 m2 8.720



工事用道路

種　　別 算　　　　　　　式 単位 数　量

工事用道路

延長 ｍ 100.0

盛土 1/2×(2.0＋2.3)×0.3×100 m3 64.5

RC-40(t=10cm) 2.0×100×0.1 m3 20.0

合計

延長 ｍ 100.0

盛土 m3 64.5

流用土運搬 ｍ3 85.8

RC-40(t=10cm) m3 20.0

2.0

0.1RC-40

盛土（流用土） 0.3

2.3



No.１

(C) 平 均 数   量 平 均 数   量 平 均 数   量

A箇所

SECT0.0 0.4   ―     ― 1.5   ―     ―

SECT30.0 30 0.4 0.4 12.0 1.5 1.5 45.0

小計 30.0 12.0 45.0

合計 30.0 m 12.0  45.0 ㎡

土工 各 種 数 量 計 算 書 水替対象
     種 別
番 号

距  離
掘削 法面整形

摘   要



No.１

(E) 平 均 数   量 (Fu) 平 均 数   量 平 均 数   量

A箇所

SECT0.0 2.2   ―     ― 1.2   ―     ―

SECT30.0 30.0 2.2 2.2 66.0 1.2 1.2 36.0

小計 30.00 66.0 36.0

合計 30.0 m 66.0  36.0  

作業土工 各 種 数 量 計 算 書 水替対象
     種 別
番 号

距  離
床掘 埋戻

摘   要



No.１

(SL) 平 均 数   量 平 均 数   量 平 均 数   量

Aヶ所

SECT0.0+0.3 1.2   ―     ―

SECT30.0-0.3 29.4 1.2 1.2 35.3

小　計 29.4 35.3

合  計 29.4 m 35.3 ㎡

コンクリートブロック積工 各 種 数 量 計 算 書 水替対象
     種 別
番 号

距  離
ブロック積

摘   要


